
シルバー連合会�

…………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………

第２３号

【平成２０年１月発行】

●年頭挨拶（連合会 後藤会長）……１

●年頭所感（福岡県 麻生知事）……２

●福岡県シルバー人材センター事業活性

化計画について………………………３

●安全・適正就業対策委員会の活動状況

…………………………………………４

●普及啓発事業への取り組み…………７

●シニアワークプログラム事業とは…８

●公益法人制度改革の概要……………９

●福祉・家事援助・育児支援サービス事業

…………………………………………１１

●業務担当職員等研修会………………１２

●センターだより………………………１３

●安全就業ニュース……………………１４

●一言コーナー……………………裏表紙

●編集後記…………………………裏表紙

社団
法人 福岡県シルバー人材センター連合会

目次

光明禅寺（太宰府市）



年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

�
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

会

長

後

藤

達

太

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

当
連
合
会
の
事
業
運
営
は
、
皆
様
の
暖
か
い
ご

支
援
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
順
調
に
推
移
し
て
お

り
ま
す
。
年
頭
に
際
し
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
経
済
情
勢
・

雇
用
情
勢
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
面
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
私
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
め
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
も
例
外
で
は
な

く
、
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
企
画
競
争
入

札
と
な
る
な
ど
、
急
速
な
変
化
へ
の
対
応
に
追
わ

れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
少
子
・
高
齢
化
は
世
界
に

例
を
見
な
い
速
度
で
進
ん
で
お
り
、
当
県
に
お
い

て
も
地
域
の
格
差
は
あ
り
ま
す
が
、ま
も
な
く「
超

高
齢
県
」
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
社
会
の
相
当
部
分
が
高
齢

者
と
な
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
、「
い
き
い
き
」
と
活
躍
で
き
る
社
会
を

目
指
す
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割

は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
、
一
層
の
発
展

拡
充
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

２０
年
度
は
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
「
教
育
、

子
育
て
、
介
護
、
環
境
」
を
重
点
に
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
自
治
体
が
共
同
し
て
企
画
提
案

し
た
事
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、
高
齢
者
の
知
識
・

経
験
を
生
か
す
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、

企
業
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
「
シ
ニ
ア
労
働

力
活
用
事
業
（
仮
称
）」
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
区
町
村
や
社
会
福
祉
法
人
等
と
の
連

携
を
強
化
し
、
真
に
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
福
祉

政
策
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
と
思

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
会
員
の
皆
様
一
人
一
人
が
常

に
技
能
向
上
を
図
り
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

可
能
な
体
制
を
築
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
マ
ン
ネ

リ
化
を
廃
止
し
、
こ
の
事
業
の
発
展
の
た
め
に
、

私
も
微
力
な
が
ら
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
と

と
も
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶

と
致
し
ま
す
。
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福
岡
県
知
事

麻

生

渡

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
自
動
車
産
業
の
急
速
な
拡
大
・
集
積
、

出
生
率
の
回
復
、
九
州
国
立
博
物
館
入
館
者
数

４
０
０
万
人
突
破
な
ど
、
大
き
く
県
政
を
前
進
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
こ
れ
ら
の

成
果
を
活
か
し
、
福
岡
県
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
ま
す
。

本
格
的
な
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
行
な
ど
、
私
た
ち
の
社
会
は
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
互
い
に
協
力
し
支
え
合
う
「
共
助

社
会
」
の
実
現
が
不
可
欠
で
す
。

「
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
」「
子
育
て
応
援
の

店
」
の
登
録
促
進
な
ど
子
育
て
応
援
社
会
づ
く
り
、

「
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
」
の
開
催
や
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
な
ど
生
涯
現
役
・
安
心
介
護
の
生
き
が
い
高

齢
社
会
づ
く
り
、
障
害
者
の
社
会
参
加
・
就
業
に

対
す
る
支
援
、
男
女
共
同
参
画
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。豊

か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
多
数
を
占
め
る
元
気

な
高
齢
者
が
長
年
培
っ
て
き
た
知
識
や
技
術
、
経

験
を
活
用
し
て
、
生
涯
を
通
じ
て
積
極
的
に
社
会

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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福岡県シルバー人材センター事業活性化計画について
～シルバー人材センター訪問の謝辞を含めて～

少子高齢化の急速な進行により、今後、労働力人口の減少が見込まれる中で、福岡県経済

の活力を維持していくためには、高年齢者の能力の有効活用を図ることが重要であります。

また、団塊の世代が定年年齢に達するなど、本格的な高齢化社会を迎え、高齢期における就

業・社会参加ニーズの一層の多様化やＵ．Ｉターン希望者の増加が見込まれ、地域における

高齢者の雇用・就業機会の確保が緊急の課題となっています。

平成１８年１２月２５日、国の「多様な機会のある社会」推進会議がとりまとめた「再チャレン

ジ支援総合プラン」の個別行動計画において、「シルバー人材センターの会員数を２０１０年度

までに１００万人とする」（以下、「プラン」といいます。）目標が定められました。

このため、厚生労働省福岡労働局（以下、「福岡労働局」といいます。）は、福岡県シルバー

人材センター事業の活性化を図ることにより、高齢期における就業意欲等の多様化に対応す

るとともに、プランの目標達成に向け、多様な就業機会の確保提供など魅力ある事業の展開

を図り、会員獲得や各種事業の取り組みを強化するとの目的から、福岡労働局に事務局を置

き「福岡県シルバー人材センター事業推進連絡会議」を設け検討の結果、２００７年度から２０１０

年度までの４年間を対象期間とする「福岡県シルバー人材センター事業活性化基本方針」を

策定しました。

これを受けて、福岡県シルバー人材センター連合会は「福岡県シルバー人材センター事業

活性化計画」を策定することにより会員数等の目標を設定し、これを各シルバー人材センター

（以下、「センター」といいます。）の事業計画に反映して頂くこととしたところです。

シルバー人材センター事業については、経済財政諮問会議や規制改革会議等の影響もあっ

て、平成１９年度から、企画競争への対応等これまでと違った運営となりました。これらの取

り組みに苦慮しているセンターもあるとお聞きしましたので、７月末から９月中旬にかけて

全てのセンターにお伺いし、取り組みの状況や現状・問題点等についてお聞かせいただきま

した。特に２０１０年度に向けての会員増への対応、シニアワークプログラムへの取り組みの状

況、理事会の運営状況を中心にお聞かせ頂きました。地域の事情、センターの事情等様々で

したが、各センターとも目標に向かって真剣に努力しておられると感じました。

当日は、理事長様はじめ多くの職員の方にご協力いただき、お陰様で所期の目的を達成す

ることが出来ました。厚くお礼申し上げます。

お話しいただいた情報は、機会あるごとに今後のシルバー人材センター事業の運営に役立

てていく所存であります。

ありがとうございました。
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活
動
状
況

�
安
全
就
業
促
進
大
会

７
月
１９
日
�
大
博
多
ホ
ー
ル
に
お
い
て
県
下
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
事
、
安
全
委
員
会
委

員
、
会
員
、
職
員
な
ど
３
４
６
名
の
参
加
を
い
た

だ
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

会
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
等
に
続
い
て
安
全
標
語

の
入
賞
者
発
表
と
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

安
全
標
語
は
２９
セ
ン
タ
ー
か
ら
２
４
２
点
の
応

募
が
あ
り
安
全
標
語
審
査
委
員
会
に
お
い
て
審
査

の
結
果
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２
点
、
佳
作

５
点
を
選
定
し
、
入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。

事
例
発
表
は
、
�
小
郡
大
刀
洗
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
安
全
就
業
委
員
会
委
員
長
の
長
澤

和
輝
氏
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
安
全
就
業
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
工
夫
を

こ
ら
し
た
安
全
対
策
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

交
通
安
全
講
話
は
、
博
多
警
察
署
の
北
條
豊
交

通
総
務
係
長
か
ら
最
近
の
交
通
事
故
発
生
状
況
、

特
に
高
齢
者
が
被
害
者
に
な
る
事
故
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
自
転
車
・
バ
イ
ク
の
運
転
や
道
路
横

断
の
際
の
注
意
事
項
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

作
文
朗
読
「
我
が
家
の
交
通
安
全
」
は
、
今
回

初
め
て
の
企
画
に
よ
る
も
の
で
、
内
閣
府
が
毎
年

発
行
し
て
い
る
交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
優
秀
作
品
集
の
平
成
１９
年
度
版
か
ら
２
点

選
び
朗
読
の
会
ア
イ
セ
ム
所
属
の
小
楠
美
知
子
さ

ん
か
ら
朗
読
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
滋
賀
県
�
草
津
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
安
全
・
適
正
就
業
推
進
員
の
村
田
和

敏
氏
を
お
招
き
し
て
「
安
全
就
業
の
た
め
に
」
と

題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
田
氏
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
安
全
対
策
が
組
織

全
体
に
浸
透
し
な
い
憂
慮
す
べ
き
状
況
の
中
で
、

改
善
に
つ
い
て
中
心
的
役
割
を
務
め
精
力
的
に
取

り
組
み
を
さ
れ
て
成
果
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
経
験
、
実
績
に
基
づ
い
た
講
演
は
各
セ
ン
タ
ー

の
安
全
対
策
に
生
か
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
�
宮
若
・
小
竹
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
安
全
対
策
部
会
委
員
長
の
岡
野
末
廣
氏
に
よ

り
「
安
全
就
業
宣
言
」
を
行
い
、
大
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

�
安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル

平
成
１９
年
度
安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル

（
以
下
、「
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
い
ま
す
。）
実
施

計
画
に
基
づ
き
安
全
・
適
正
就
業
対
策
委
員
会
委

員
（
連
合
会
理
事
）
及
び
委
員
会
事
務
局
（
連
合

会
職
員
）
が
平
成
１９
年
８
月
か
ら
１０
月
ま
で
６
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」

と
い
い
ま
す
。）
を
訪
問
し
て
、
会
員
の
就
業
現

場
の
立
ち
入
り
や
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
の
聴
き
取

り
な
ど
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て

平
成
１６
年
度
か
ら
開
始
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
県

下
４２
セ
ン
タ
ー
（
平
成
１９
年
１０
月
３１
日
現
在
）
全

て
に
つ
い
て
一
巡
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
般
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
の
状

況
を
ま
と
め
ま
す
と
、
ま
ず
、
安
全
・
適
正
就
業

対
策
の
中
心
的
機
関
で
あ
る
安
全
・
適
正
就
業
対

策
委
員
会
の
活
動
状
況
は
、
会
員
の
安
全
就
業
に

積
極
的
に
関
与
し
機
能
が
充
実
し
て
い
る
セ
ン

タ
ー
と
安
全
就
業
対
策
に
つ
い
て
認
識
は
さ
れ
て

い
る
が
就
業
実
績
等
を
確
保
す
る
こ
と
が
優
先
し

て
安
全
就
業
対
策
の
徹
底
に
積
極
的
姿
勢
を
欠
き

会
員
に
対
す
る
指
導
が
実
効
性
の
薄
い
セ
ン
タ
ー

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年
度
の
重
点
目
標
の
中
の
「
危
険

予
知
活
動
の
徹
底
」「
安
全
用
具
着
用
の
徹
底
」

に
つ
い
て
も
セ
ン
タ
ー
の
対
応
に
同
様
の
現
象
が

伺
え
ま
す
。
特
に
、
剪
定
作
業
等
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
に
つ
い
て
は
平
成
１３
年
度
か
ら
開
始
し
た

安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
等
指
導
員
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
を
起
点
に
安
全
・
適
正
就
業
対
策
の

重
点
指
導
事
項
と
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ

の
徹
底
に
つ
い
て
セ
ン
タ
ー
間
で
差
異
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
が
原
因
に
な
っ
て
発
生
し
た
と
思
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わ
れ
る
よ
う
な
重
篤
事
故
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
極
め

て
遺
憾
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

長
期
就
業
の
是
正
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
就
業

時
間
は
１
週
間
当
た
り
２０
時
間
程
度
１
月
間
当
た

り
８０
時
間
程
度
、
又
は
就
業
日
数
は
１
月
間
当
た

り
１０
日
程
度
（
１
日
８
時
間
就
業
と
し
て
）
を
指

導
目
標
と
し
ま
し
た
。
全
般
的
に
か
な
り
改
善
さ

れ
た
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
会
員
の
就

業
形
態
の
転
換
に
取
り
組
む
な
ど
適
正
化
に
向
け

て
有
効
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
安
全
・
適
正
就
業
対
策
は
、「
高

齢
者
」
に
対
し
て
仕
事
を
提
供
す
る
目
的
、
効
果
、

問
題
点
、
対
策
等
に
つ
い
て
会
員
、
理
事
、
職
員

そ
れ
ぞ
れ
が
共
通
認
識
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
「
発
注
者
か
ら
仕
事
の
依
頼
が
あ
っ

た
と
き
」
か
ら
「
仕
事
の
完
了
」
ま
で
、
作
業
の

進
行
状
況
に
沿
っ
て
各
自
の
役
割
分
担
を
確
実
に

実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

平
成
２０
年
度
か
ら
新
た
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
安
全
・
適

正
就
業
対
策
委
員
会
に
お
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。
そ
の
計
画
は
、
従
来

の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
点
・
反
省
点
等
を
洗
い
出

し
ブ
ロ
ッ
ク
別
検
討
会
議
（
別
掲
）
の
結
果
な
ど

を
総
括
し
て
効
果
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
で
き

る
よ
う
な
内
容
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

次
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
あ
た
り
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

�
ブ
ロ
ッ
ク
別
検
討
会
議

今
年
度
、
会
員
の
死
亡
事
故
が
連
続
し
て
発
生

し
た
状
況
を
受
け
て
、
安
全
・
適
正
就
業
対
策
委

員
会
（
以
下
、「
委
員
会
」
と
い
い
ま
す
。）
は
極

め
て
憂
慮
す
べ
き
異
例
の
事
態
で
あ
る
と
判
断
し

そ
の
対
策
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
８
月
２３
日

臨
時
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
委
員
会
で
決
定
し
た
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

ブ
ロ
ッ
ク
別
検
討
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
い
ま
す
。）
か

ら
理
事
長
、
安
全
委
員
会
委
員
長
、
事
務
局
長
、

安
全
・
適
正
就
業
推
進
員
の
参
加
の
も
と
事
故
再

発
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
意
見
・
事
例
な
ど
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
、
検
討
・
協
議
を
行
い
ブ
ロ
ッ

ク
と
し
て
そ
の
結
果
を
集
約
し
、
委
員
会
事
務
局

に
報
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
各
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
報
告
さ
れ
た
も
の
は
委
員
会
に
お
い

て
協
議
を
重
ね
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
今
後
の

安
全
・
適
正
就
業
対
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し

て
、
セ
ン
タ
ー
へ
は
文
書
通
達
に
よ
り
会
員
へ
の

周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
別
の
開
催
は
次
の
と
お
り
で
す
。

北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

１０
月
３
日

筑
後
ブ
ロ
ッ
ク

１０
月
９
日

筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク

１０
月
１９
日

福
岡
ブ
ロ
ッ
ク

１１
月
６
日

当
日
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
主
導
に
よ
り
会
議

は
進
め
ら
れ
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
委
員
会
事

務
局
（
連
合
会
職
員
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
も
、
受
注
時
の

安
全
確
認
、
高
所
作
業
、
安
全
保
護
具
、
会
員
の

就
業
年
齢
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
議
論
が
取
り
交

わ
さ
れ
所
期
の
目
的
が
得
ら
れ
た
検
討
会
議
に
な

り
ま
し
た
。

当
初
、
安
全
就
業
促
進
大
会
に
類
似
し
た
よ
う

な
県
下
全
体
が
一
堂
に
会
す
る
案
で
協
議
し
ま
し

た
が
、
開
催
場
所
、
所
要
時
間
、
参
加
者
の
問
題
、

更
に
き
め
細
か
な
議
論
の
展
開
が
望
め
な
い
こ
と

な
ど
が
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
提
案
方
式
と
し
ま
し
た
。

今
回
の
成
果
を
機
に
他
の
業
務
分
野
に
お
い
て

も
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
会
議
・
研
修
会
等
を
開
催
し
、

そ
の
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

�
事
故
報
告
〜
事
故
例
か
ら

再
発
防
止
を
考
え
よ
う

一
部
既
報
の
と
お
り
、
昨
年
、
県
下
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
い

ま
す
。）
に
お
い
て
す
で
に
５
件
の
死
亡
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
（
１１
月
現
在
）。
う
ち
４
件
が

就
業
中
、
１
件
が
就
業
途
上
の
事
故
で
す
。

事
故
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
、
約
７
�
の
楠
木
の
枝
落
と
し
の
際
、
伐
採
し

た
枝
を
地
上
か
ら
ロ
ー
プ
で
徐
々
に
引
き
下
ろ

そ
う
と
し
た
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
転
倒
、
落

下
し
た
枝
が
会
員
の
頭
部
に
当
た
っ
た
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
は
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
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２
、
８
月
、
４
名
の
草
刈
作
業
で
本
人
（
８０
歳
）

は
他
と
離
れ
一
人
作
業
、
１５
時
に
班
長
が
見

回
っ
た
と
き
に
は
異
常
は
な
く
、
１
時
間
後
う

つ
ぶ
せ
で
草
刈
機
の
上
に
倒
れ
て
い
た
。
真
夏

の
炎
天
下
で
の
作
業
で
あ
っ
た
。

３
、
７
名
の
除
草
作
業
班
で
一
人
作
業
。
防
災
断

面（
法
面
）を
除
草
作
業
中
、
草
刈
機
に
絡
ま
っ

た
か
ず
ら
を
取
り
除
こ
う
と
し
た
際
、
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
４
�
下
の
道
路
に
落
下
。
ヘ
ル
メ
ッ

ト
は
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
。

４
、
道
路
側
か
ら
モ
チ
ノ
キ
に
梯
子
（
脚
立
）
を

掛
け
剪
定
作
業
中
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
道
路
に
落
下
。
梯
子
は
固
定
し
て
お

ら
ず
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
。

２
、
を
除
い
て
、
不
安
全
行
動
に
よ
る
事
故
で

あ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
て
い
れ
ば
死
亡

事
故
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
も
思
わ
れ
、
ま
た
２

に
つ
い
て
は
、
発
見
が
早
け
れ
ば
あ
る
い
は
状
況

が
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
本
年
度
県
下
セ
ン
タ
ー
で
次
の
よ
う
な

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

・
除
草
し
た
草
を
片
付
け
中
、
誤
っ
て
法
面
か
ら

５
・
５
�
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
面
に
落
下
し
た
。

腰
の
骨
を
折
る
重
傷
で
あ
っ
た
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
て
い
た
た
め
約
１
ヶ
月
の
入
院
で
済

ん
だ
。

・
公
園
の
剪
定
作
業
中
、
葛
を
取
り
除
こ
う
と
し

て
引
っ
張
っ
た
際
、
梯
子
３
�
か
ら
転
落
。
後

頭
部
を
打
っ
た
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
ひ
も
で
の
切

り
傷
、
右
肘
の
擦
り
傷
で
済
ん
だ
。

・
剪
定
作
業
中
、
１
・
５
�
の
高
さ
で
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
転
落
し
腰
と
後
頭
部
を
強
打
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
し
て
お
り
腰
部
圧
迫
骨
折
で
入
院
。

い
ず
れ
も
安
全
作
業
の
基
本
が
守
ら
れ
て
い
な

い
事
故
で
あ
り
ま
す
が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

て
い
た
こ
と
が
重
篤
事
故
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
重
要

さ
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

剪
定
、
草
刈
作
業
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
絶
対

に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
基
本
で
あ
り
ま
す
。

ル
ー
ル
ど
お
り
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
た
か

否
か
で
結
果
は
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。

表
１
は
本
年
度
４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
発
生
し

た
傷
害
事
故
の
中
か
ら
、
安
全
就
業
の
基
本
が
守

ら
れ
て
い
れ
ば
避
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
事
故
を
紹
介
し
ま
す
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

表
２
〜
表
４
は
１９
年
度
４
月
〜
９
月
の
県
下
セ

ン
タ
ー
の
事
故
発
生
件
数
で
す
。
前
年
度
と
比
べ

件
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
上
記
の
通
り
事
故

の
程
度
は
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

安
全
就
業
基
準
を
確
実
に
守
り
就
業
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（表２）事故発生件数 （件）

対前年度比増減
△２０
△２
△２２

（表３）就業・途上別傷害事故発生件数 （件）

対前年度比増減
△１０
△１０
△２０

（表４）年齢別傷害事故発生件数 （件）

対前年度比増減
△３
△４
△１２
△６
０
５

△２０

１８年度
１３１
１１９
２５０

１８年度
１０６
２５
１３１

１８年度
３
２３
４５
４１
１４
５
１３１

１９年度
１１１
１１７
２２８

１９年度
９６
１５
１１１

１９年度
０
１９
３３
３５
１４
１０
１１１

傷害事故
賠償事故
計

就 業 中
途 上
計

６０歳未満
６０～６４歳
６５～６９歳
７０～７４歳
７５～７９歳
８０歳以上
計

（表１）事故事例

障害の程度
腰、臀部の打撲
入院２週間
左大腿部の骨折
入院１．５ヶ月
右前脛部挫創
入院３週間
右下腿下部切創
通院１０日間
右手親指切傷
通院１週間

事 故 状 況
下駄箱の上の棒を取ろうと下駄箱に足を乗せたら下駄箱が固定さ
れていなかった為下駄箱から落下した。
雨樋の剪定屑を清掃中、四脚脚立から降りる際、開き止めロック
を忘れていたため脚立がぐらつき転落した。
脚立上で剪定中、遠い梅の枝を切ろうとのりだしたところ、脚立
がぐらつき、バランスを崩して転落。足場の高さ約１�。
刈払機使用の新人会員が先輩会員に指導を受けようと異常接近し
たため先輩会員の刈払機で足を負傷。
材木が機械に詰まったため、電源を切りカバーを上げて取り除く
際モーターが完全に止まる前に手を入れたため歯車で手を負傷。
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普普普普普普普普普普普普普普普普普普普
及及及及及及及及及及及及及及及及及及及
啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
ののののののののののののののののののの
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりりりりり
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〜
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
〜

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
１０
月
を
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催
や
、
各
種
催
し
物
な
ど
の
参
加
に
よ
り
、
普
及
啓
発
、
広
報
活
動

に
努
め
て
い
ま
す
。

福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
も
、
例
年
、
福
岡
市
百
道
浜

で
�
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�
を
開
催
し
、
多
数
の
来
場
者
を
迎
え

て
チ
ラ
シ
配
布
や
筆
耕
、
障
子
張
り
の
実
演
な
ど
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
財
政
状
況
そ
の
他
の
諸
事
情
か
ら
、
今
年
度
は
各
地
域

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
う
シ
ル
バ
ー
祭
り
や
共
催
・
参
加
す
る

事
業
の
一
角
に
加
わ
り
、
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

１０
月
６
日
�
の
大
川
木
工
祭
り
（
大
川
市
）
を
皮
切
り
に
、
福
津
市
、

那
珂
川
町
、
筑
後
市
、
筑
紫
野
市
、
大
野
城
市
、
直
方
市
、
柳
川
市
の
計

８
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
延
べ
１８
人
の
連
合
会
職
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
の
協
力

に
よ
り
「
耳
納
の
市
」
に
も
参
加
し
、
チ
ラ

シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
啓
発
用
品
の
配
布
を

行
い
ま
し
た
。

大
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
参
加

す
る
「
大
川
木
工
ま
つ
り
」
は
、
県
内
各
地

か
ら
の
観
光
客
も
多
く
、
大
川
市
外
の
来
場

者
に
も
シ
ル
バ
ー
事
業
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

福
津
市
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
で
は
、
近
く
に

折
り
紙
や
鉛
筆
立
て
工
作
な
ど
、
子
ど
も
達

が
立
ち
寄
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
連
合
会
ブ
ー
ス
前
を
通
る
親
子

連
れ
に
、
子
育
て
支
援
を
紹
介
す
る
チ
ラ
シ

（
助
か
る
輪
）
を
多
数
配
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
一
緒
に
配
布
し
た
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
、

メ
モ
帳
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
も
、
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

育
児
支
援
で
は
、
筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
託
児
ル
ー
ム
「
シ
ル
バ
ー
ほ

ほ
え
み
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
カ
ミ
ー

リ
ヤ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
筑
紫
野
市
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
で
は
、
託
児
ル
ー
ム
を
無
料
開
放
し
２８
家
族
、
延

べ
４３
人
の
子
ど
も
達
で
賑
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

直
方
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
参
加
す
る
「
の
お
が
た
産
業
ま
つ

り
」
は
、
市
を
挙
げ
て
の
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
連
合
会
で
は
チ
ラ
シ
配

布
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
の
調
理
・
販
売
す
る
た
こ
焼
き
や
綿
菓
子
コ
ー

ナ
ー
も
お
手
伝
い
し
、
い
ず
れ
も
大
人
気
で
、
売
れ
行
き
は
好
調
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

各
地
域
の
催
し
物
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
地
域
性
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、
連
合
会
に
と
っ
て
も
今
後
の
普
及

啓
発
事
業
の
参
考
と
な
る
試
み
で
し
た
が
、

「
今
年
は
、
連
合
会
の
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
開
催
し
な
い
の
？
」
と
い
う
声

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
次
年
度
に
向
け
て
の

検
討
課
題
で
す
。

最
後
に
、
ご
来
場
者
の
皆
様
、
参
加
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
各
セ
ン
タ
ー
の
会
員
、
職

員
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福津市シルバーまつりの連合会ブース
と啓発用品の携帯ストラップ

のおがた産業まつりでは、
たこ焼きなどのお手伝い

大川木工まつりでのチラシ配り
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シニアワークプログラム�
技能講習・合同面接会状況�

人�

年　度�
平成17年度� 平成18年度�

180�

160�

140�

120�

100�

80�

60�

40�

20�

0

訪問介護員養成�
研修2級課程�

パソコン関係�

樹木緑地管理�

警備受付管理�

その他�

177人�

143人�

10

41

24

36

66

8

22

28

41

44

技能・介護講習雇用・就業数の推移

申込者＝１，３９３人 申込者＝１，１９１人

２００６年４月に「改正高年齢者雇用安定法」が成立し、
事業主に対して６５歳までの段階的な雇用延長が義務
付けられました。厚生労働省の調査では９割以上の
企業が継続雇用を採用しているとの現状が、一部上
記数値に反映していると思われます。今後も高齢者
の取り巻く雇用環境、ニーズの変化を注視する必要
があります。

シニアワークプログラム事業とは
県内在住の主として６０歳台前半層の就職希望者を対象に、雇用を前提とした技能講習、合同面接

会等を行う事業です。この事業は、社団法人福岡県シルバー人材センター連合会が厚生労働省から
委託を受け実施しています。

受講対象者

◆福岡県内に在住、６０歳台前半層、雇用・就業を希望される方
◆過去１年間に当連合会主催の各種講習を受講していない方
※申込者多数の場合申込書審査のうえ抽選により受講者の決定をお
こないます。就業中、趣味・教養としての受講はご遠慮ください。

受講申込方法

◆受講申込書を郵送ください。技能講習受講申込書の請求は
公共職業安定所（ハローワーク）、シルバー人材センター、連合会ホームページから

◆連合会ホームページからインターネット上で直接申し込みもできます。

受講経費

◆受講料は無料です。
※訪問介護員養成２級課程講習（ホームヘルパー）実習のた
めの健康診断料は自己負担になります。

会計補助（パソコン会計）講習

オフィスクリーニング講習

地域公共職業安定所
共催の合同面接会
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フロアに例えると�
2階建ての構想�

2階の法人（新公益法人）�
公益社団法人及び公益財団法人�

1階の法人　一般社団法人及び一般財団法人�

公益性の判断�

法人設立�

分　離�

1階の法人のうち希望する
法人に対して民間有識者に
よる委員会（合議制機関）
の意見に基づき行政庁が認
定�

剰余金の分配を目的としない社団及び
財団、定款を作成して登記を行う�

登録のみで設立できる�

公益法人制度改革の概要

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律
一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法
人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係
法律の整備等に関する法律

法 人 法

認 定 法

整 備 法

公益法人新制度
※関連三法

公益法人制度は、明治２９年の民法制定以来、抜本的な見直しが行われていない状態でした。平成
１４年３月に「公益法人制度の抜本的改革に向けた取組みについて」が閣議決定し、平成１６年１２月「今
後の行政改革の方針」の中で公益法人制度改革の基本的枠組みが具体化されました。その基本的仕
組みは、法人格の取得と公益認定の判断の分離を基礎としています。従来からの主務官庁の裁量に
基づく法人許可制度を廃止し、剰余金の分配を目的としない社団又は財団については公益性の有無
に関わらず登記により簡便に法人格を取得できるようにと考えられています。これは「官から民へ」
の行政改革の流れを押し進めるもので法人格を取得する機会を付与することによって設立者の創意
に基づく財産の社会的な活用を図っています。公益認定については法人格の取得とは別に民間有識
者からなる委員会を設けて、その意見により公益性の判断をする制度を創設することとされました。
平成１８年６月２日に公益法人制度改革三法（※下表参照）が公布され、現行の公益法人は平成２０

年１２月１日（施行日）から５年間の「移行期間」内に必要な手続きを行い、公益法人新制度に移行
することになります。

★移行の手続き

新制度の施行日から、現行の公益法
人は「特例民法法人」となり、５年間
の移行期間（平成２５年１１月３０日まで）
の間に新公益法人、一般社団法人等へ
の移行を迫られます。特例民法法人が
移行期間中にいずれの選択もしなかっ
た場合は移行期間終了によって解散し
たものとみなされます。
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公益認定の基準

デ メ リ ッ ト

�情報公開の強化によるコストの増加
不特定かつ多数の者に利益が及ぶ事業を行う法
人として、積極的に情報開示を行うことが必要
になってきます。情報発信の方法としてはイン
ターネット等を活用するなど整備体制の維持管
理費がかかります。
�遊休財産額（内部留保）の制限
法人の保有している内部留保の額が、公益目的
事業等の活動のために現に使用されず、かつ、
引き続き使途の見込みがない財産の額には制限
がありますので事業の展開に制約が加わること
が予想されます。
�公益認定取消
公益認定基準に抵触し認定を取消された場合、
財産は贈与、又は一般法人等で存続することに
なります。

公益目的支出計画の履行（純財産を減らす）、
法人税の優遇の適用除外、社会的信用の低下等

メ リ ッ ト

�寄附金の獲得
客観的な第三者（合議制機関）の意見に
基づき、公益認定を受けた法人は「公益
社団法人」又は「公益財団法人」の名称
を独占的に使用でき、公益性が高い団体
として社会的信用を得られます。寄附金
税制の優遇措置があり、個人の寄附者の
税制優遇について現行より有利になると
見込まれているので、寄附金が集めやす
くなることが考えられます。
�法人税の優遇
収益事業以外の事業から生ずる所得につ
いては、法人税が非課税とされる見込み
となっています。

事業に制限がなく、法人格を取得できま
す。

公益社団法人
又は公益財団法人

一般社団法人
又は一般財団法人

�����������������������������
�
� ����������������������������

�
�
�

公益法人の判断要件は、不特定かつ多数の者の利益の増進に寄与するもので、一般社団及び一般
財団のうち、公益目的事業が主たる目的であること。公益目的事業を行うのに必要な経理的基礎及
び技術的能力を有し、法定の積極的要件を満たさなければなりません。収益事業等行う場合は従た
る目的となる範囲でのみ認められ、公益的事業の規模は法人の事業の５０％以上と見込まれるもので
あることや公益目的事業に係る収入はその実施に要する適正な費用を償う額を超えないと見込まれ
るものでなければならない等さまざまな制約があります。

指導・相談業務事業の展開
シルバー人材センターの会計処理は、公益法人会計基準に拠って行うことになっており、この会

計基準は平成１６年１０月１４日に改正され平成１８年４月１日以後は新会計基準で示された財務諸表を作
成することになりました。これまでセンターの事業報告及び決算は、会員や関係機関への報告が主
となっていましたが、新会計基準改正の目的は、事業の効率性・採算性を評価しうる財務情報を公
益法人の利害関係者に報告することであり、社会経済状況の変化に伴い、公益法人の財務情報のディ
スクロージャーが強く求められているからです。
福岡県連合会は平成１６年９月から監査法人と業務提携し、公認会計士及び連合会職員で社団法人

センターを順次訪問（小規模団体は連合会職員対応）、会計処理の実態を調査・把握、改善事項等
についての結果報告を実施センターへ通知し、事後調査を行っています。
今年度で県内センターを一巡しますが、平成２０年１２月１日施行の公益法人新制度の対応に向け、

公益法人会計基準遵守の徹底及び財務情報の正確性を高めるため、今後も引き続き、個別訪問によ
る会計指導・相談業務の強化を図っていきます。
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○
担
当
職
員
研
修
会

９
月
１２
日
�
、
参
加
セ
ン
タ
ー
３８
、
職
員
５３
名
で
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
７
月
に
開
催
さ
れ
た
全
シ
協
主
催
の
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

研
修
会
と
県
内
の
事
業
に
お
け
る
状
況
、
子
育
て
支
援
の
今
後
の
展
開
な

ど
に
つ
い
て
連
合
か
ら
報
告
の
後
、
午
後
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
討
議
を
実
施

し
ま
し
た
。

事
前
に
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
事
業
活
性
化
計
画
の
２
０
１
０
年

１
０
０
万
人
会
員
に
つ
い
て
の
セ
ン
タ
ー
の
具
体
策
や
、
福
祉
・
家
事
援

助
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
考
え
な
ど
６
項
目
に
つ
い
て
検
討
し
、

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
中
で
も
ク
レ
ー
ム
事
例
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
は
「
ク
レ
ー
ム
も
訴
訟
の
時
代
」
と
言
う
言
葉
に
、
み
な
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
担
当
者
同
士
で
交
流
す
る
機
会
の
少
な
い
職

員
に
は
、
情
報
を
得
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た
と
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

○
担
当
会
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

職
員
研
修
会
に
続
い
て
、
１１
月
１６
日
�
に
４１
名
の
セ
ン
タ
ー
の
リ
ー

ダ
ー
的
立
場
に
あ
る
会
員
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
福
岡
交
通
セ
ン
タ
ー

で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
補
助
金
削
減
に
よ
る
職
員
数
の
減
少
と
裏

腹
に
、
増
え
続
け
る
業
務
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
事
業
の
牽
引
役
と

な
る
リ
ー
ダ
ー
養
成
が
望
ま
れ
る
と
の
観
点
か
ら

平
成
１６
年
度
か
ら
こ
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
小
郡
大
刀
洗
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
眞
田
敏
子
会
員
に
託
児
施
設
開
設
ま

で
の
経
緯
と
子
ど
も
達
と
の
ふ
れ
あ
い
等
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
入
会
し
た
く
な
る
セ
ン
タ
ー
に
す

る
に
は
な
ど
、
会
員
の
立
場
か
ら
意
見
交
換
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
子
育
て
応
援
会
員
養
成
講
座
・
実

践
編
を
開
催

前
年
度
ま
で
は
「
育
児
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
座
」
と
し
て
行
っ
て
き
た
講

座
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、「
子
育
て

応
援
会
員
養
成
講
座
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
基
礎
的
な
こ
と
を
学
ぶ
基

礎
編
、
よ
り
実
用
的
な
も
の
を
学
ぶ

実
践
編
の
２
コ
ー
ス
で
す
。

実
践
編
は
９
月
、
１０
月
に
小
郡
会

場
、
春
日
会
場
の
２
ヶ
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
講
座
で
は
、
子
育
て

支
援
の
状
況
、
話
を
聴
く
傾
聴
の
姿

勢
、
身
近
に
あ
る
も
の
で
出
来
る
遊
び
な
ど
を
学
び
ま
す
。
そ
し
て
講
座

の
最
後
に
は
、
実
際
に
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん
と
触
れ
合
う
時
間
を
作
っ

て
い
ま
す
。

「
若
い
人
と
話
す
こ
と
な
ん
て
少
な
い
け
れ
ど
、
と
て
も
気
が
利
く
し
、

よ
く
動
く
し
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
ね
。」
お
母
さ
ん
と
料
理
を
し
な
が

ら
交
流
を
図
っ
た
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
本
当
の
お
母
さ
ん
の
姿
を
前
に
、

よ
り
一
層
温
か
い
眼
差
し
へ
と
変
化
。
子
育
て
を
支
え
る
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

別
の
部
屋
で
は
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
し
た
。
初
め
て
お
母
さ
ん

と
離
れ
る
お
子
さ
ん
も
い
ま
す
が
、
さ
す
が
経
験
の
あ
る
皆
さ
ん
、
慌
て

ず
温
か
く
包
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。

「
疲
れ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
！
」

そ
の
笑
顔
で
た
く
さ
ん
の
親
子
を
救
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
祈
っ
て
の
修

了
と
な
り
ま
し
た
。

基
礎
編
は
１２
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

福
祉
・
家
事
援
助
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

温かい雰囲気で子どもたちも安心
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８月２７日、博多パークホテル「芙容の間」において、県内各センターから５６人の参加のもと開催

しました。

今回は、連合会職員を講師に「訴訟にみる仕事受注の在り方と安全・適正就業」「シニアワーク

プログラム事業とシルバー派遣事業」の講義・指導を行いました。

�訴訟にみる仕事受注の在り方と安全・適正就業では、「シルバー人材センターにおける会員間

の傷害事故と使用者責任」「シルバー人材センターをめぐる法的関係とセンターの安全配慮義務」

等の判例解説をもとに説明があり、センターと会員間の関係の明確化、受注業務の実態に対する配

慮、会員相互間の人間関係に対する配慮等に留意し、センター事業の安全・適正就業への課題を示

しました。

�シニアワークプログラム事業とシルバー派遣事業では、本年度から施行された、シニアワーク

プログラム事業の随意契約から企画競争への移行、背景と事務処理、平成１６年１２月施行された、セ

ンター事業と異なる雇用形態であるシルバー派遣事業の動向、取組の必要性を提起しました。

会修研等員職当担務業

派 遣 事 業

臨時的・短期的な就業（月１０日程

度以内）と軽易な就業（週２０時間

程度以内）

シルバー人材センター

派遣先の指揮・命令を受け仕事が

できる

賃金（連合会払い）

労災保険適用

会員（連合会に登録し、派遣期間

中は連合会が雇用）

連合会（派遣元）

受 託 事 業

臨時的・短期的な就業（月１０日程

度以内）と軽易な就業（週２０時間

程度以内）

シルバー人材センター

就業先の指揮・命令があり従業員

と混在する仕事はできない

配分金（センター払い）

シルバー保険適用

会 員

シルバー人材センター

仕事の形態

仕事の連絡

事業所の

指揮・命令

仕事の対価

会員の事故

資格・要件

斡旋提供元

受託事業と派遣事業の対照表
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統
合
後
の
安
定
的
事
業
運
営
を
目
指
し
て

久
留
米
市
の
周
辺
４
町
と
の
合
併
作
業
開
始
に
伴

い
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
関
係
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
高
齢
法
の
規
定
に
基
づ
き
行
政
区
域
ご

と
の
再
編
統
合
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
協
議

に
あ
た
っ
て

は
、
行
政
を

含
む
「
統
合

協
議
会
」
を

平
成
１５
年
に

設
置
し
、
そ

の
後
関
係
委

員
会
等
を
立

ち
上
げ
統
合

に
か
か
わ
る

協
議
を
進
め

る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

こ
の
統
合

は
、
広
域
化

さ
れ
た
周
辺
３
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
分
離
し
て
一
緒

に
な
る
と
い
う
全
国
的
に
も
余
り
例
の
な
い
特
殊
な

統
合
と
な
り
ま
し
た
。
統
合
初
年
度
で
あ
る
平
成
１７

年
度
の
会
員
数
は
１
、８
９
７
名（
統
合
前
１
、２
９

２
名
）、
受
託
事
業
高
は
８
億
８
千
万
円
（
統
合
前

６
億
円
）
と
な
り
、
そ
の
規
模
は
い
ず
れ
も
統
合
前

の
１
・
４
倍
に
拡
大
し
ま
し
た
。

統
合
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、「
統
合
協
議

会
」
の
他
に
「
実
務
検
討
委
員
会
」
や
「
事
務
局
長

会
議
」、「
主
務
者
会
議
」
な
ど
を
順
次
立
ち
上
げ
、

統
合
後
の
安
定
的
な
事
業
運
営
を
前
提
に
、
各
セ
ン

タ
ー
の
事
務
局
の
関
与
を
は
じ
め
事
業
推
進
や
班
体

制
、
配
分
金
、
会
員
福
利
厚
生
、
理
事
監
事
候
補
者

選
考
な
ど
課
題
調
整
項
目
を
最
終
的
に
２１
項
目
に
分

類
し
、
詳
細
を
含
め
る
と
百
数
十
項
目
以
上
に
及
ぶ

協
議
決
定
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
う

し
て
も
調
整
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
配
分
金
の
一
部

や
地
域
班
の
構
成
な
ど
の
未
調
整
事
項
に
つ
い
て
は
、

各
委
員
会
に
お
い
て
１
年
以
内
に
随
時
調
整
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
連
絡
所
・
分
室
に
つ
い
て
は
、

財
政
上
の
理
由
で
平
成
２０
年
度
見
直
し
を
明
示
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
統
合
に
伴
う
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
合

併
を
想
定
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
統
合

事
務
に
掛
か
る
経
費
の
支
援
を
含
め
、
国
の
補
助
金

の
見
直
し
に
よ
る
運
営
の
安
定
化
が
図
れ
る
制
度
に

変
更
し
て
貰
え
る
よ
う
に
県
シ
連
を
通
じ
要
請
し
ま

し
た
。

平
成
２０
年
度
は
、
統
合
後
４
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

統
合
に
伴
う
国
の
補
助
で
あ
る
５
年
間
の
激
変
緩
和

措
置
終
了
後
は
財
政
的
に
非
常
に
厳
し
く
な
り
、
あ

ら
ゆ
る
見
直
し
が
不
可
欠
と
な
っ
て
参
り
ま
す
。

現
在
、
シ
ル
バ
ー
を
取
巻
く
環
境
は
、
大
き
く
変

化
し
多
く
の
取
組
む
べ
き
事
項
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
う
し
た
課
題
に
国
・
地
方
自
治
体
の
み
な

ら
ず
、
全
シ
協
や
県
シ
連
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

な
が
ら
鋭
意

取
組
み
、
今

後
と
も
安
定

し
た
事
業
運

営
を
目
指
す

と
共
に
、
高

齢
者
の
社
会

参
加
の
拠
点

と
な
る
よ
う

取
組
ん
で
参

り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま

す
。

Center
だより

ータンセ

�久留米市シルバー人材センター

普及啓発活動

総 会

舞踊同好会
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安安全全就就業業
ニニュューースス
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�
直
方
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

安
全
・
適
正
就
業
推
進
員

飯
野

健

平
成
６
年
に
発
生
し
ま
し
た
１
件
の
事
故
を

き
っ
か
け
に
当
セ
ン
タ
ー
の
安
全
に
対
す
る
意
識

が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
事
故
は
７
月
の
暑
い
時

期
に
霊
園
で
女
性
会
員
が
除
草
作
業
中
、
蜂
に
刺

さ
れ
て
気
分
が
悪
く
な
り
立
ち
く
ら
み
に
よ
り
約

１
�
下
の
側
溝
に
転
落
、
頭
部
を
強
打
し
ま
し
た
。

当
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
義
務
づ
け
も
な
く
、

多
く
の
会
員
は
普
通
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
就
業
し

て
い
ま
し
た
。
幸
い
命
に
別
状
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
脳
出
血
に
よ
り
長
期
の
入
院
、
そ
の
後
、

後
遺
症
が
出
て
家
族
の
介
助
な
し
で
は
生
活
が
出

来
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
痛
ま
し
い
事
故
を
受
け
て
早
急
に
安
全
委

員
会
を
開
催
し
、
事
故
再
発
防
止
に
向
け
て
の
対

策
を
協
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
全
て
の
屋
外
作

業
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
無
償
で
貸
与
し
、
着
用
の

義
務
づ
け
を
決
定
し
ま
し
た
。

着
用
義
務
づ
け
当
初
は
、
会
員
か
ら
「
暑
い
の

で
か
ぶ
っ
て
ら
れ
な
い
」、「
剪
定
す
る
枝
木
に

引
っ
か
か
っ
て
か
え
っ
て
危
な
い
」、「
除
草
作
業

や
屋
外
清
掃
作
業
は
そ
ん
な
に
危
険
じ
ゃ
な
い
の

で
か
ぶ
ら
な
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
な
ど

多
く
の
否
定
的
な
意
見
が
出
さ
れ
、
未
着
用
で
就

業
す
る
会
員
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
徹
底
を
安
全
委
員
会
や

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
安
全
朝
礼
、
事
故
防
止
対
策

会
議
等
で
粘

り
強
く
行
っ

た
結
果
、
２

年
後
の
平
成

８
年
度
に
は
、

す
べ
て
の
屋

外
作
業
を
行

う
会
員
が
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
る
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
平

成
１２
年
度
に
は
、
安
全
表
彰
及
び
懲
罰
に
関
す
る

要
綱
を
制
定
し
、
安
全
防
具
・
保
護
具
を
着
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
に
就
業
し
て
い
る
会
員

が
、
過
去
５
年
間
無
事
故
の
場
合
に
表
彰
す
る
こ

と
や
、
安
全
防
具
・
保
護
具
の
未
着
用
ま
た
は
、

不
安
全
作
業
を
行
っ
て
い
た
会
員
に
は
１
週
間
か

ら
１
ヶ
月
の
間
で
就
業
停
止
を
行
う
こ
と
な
ど
を

決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
更
な
る
安
全
就
業
徹
底
の
意
識
が

会
員
の
中
に
芽
生
え
、
現
在
屋
外
作
業
に
お
い
て

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
と
い
う
こ
と
が
当
た
り
前

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
も
う
一
歩
踏
み
込
み
、
就
業
現
場
ご
と

の
危
険
予
知
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
事
故
発
生
件
数
の

多
い
剪
定
作
業
時
の
墜
落
事
故
防
止
対
策
等
の
安

全
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」
を
合
言

葉
に
安
全
対
策
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
安

全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
を
中
心
に
各
職
群
班
、

事
務
局
が
一
体
と
な
り
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ご
安
全
に
！
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編

集

後

記

● 舛添厚生労働相は閣僚懇談会に２００７年版「厚生労働白
書」を報告した。老人医療費などが都道府県によって大き
く異なる要因を分析し、「高齢者の就業率が高い」「健康受診
率が高い」自治体は、老人医療費は低く抑えられる傾向に
あると結論付けている。白書は都道府県別の一人当たりの
「老人医療費」（２００４年度）について、もっとも高い県は福岡
県の９６万５，０００円で、最も低い長野県の６３万５，０００円の約１．５
倍であったと強調し、地域格差が見られることを指摘した。
この要因を探るため ①健診診断受診率 ②高齢者就業

率 ③人口１０万人あたりの病床数など１８項目と老人医療費
の関係を調べたところ、その結果、老人医療費が最も低い
長野県は、高齢者就業率（７０歳以上の現役で働いている割
合）が２４．０％で全国一高く、最も高い福岡県は、高齢者就
業率が１１．６％と全国で３番目に低かった。白書は「高齢者
就業率が高い都道府県では１人当たりの老人医療費が低い
という一定程度の相関関係もある。」と明記した。

（２００７年９月１４日 読売新聞）
さて、こうした状況の中で、シルバー人材センターの粗入会率（６０歳以上の

人口に占めるシルバー人材センターへの加入率）を見てみると、やはり長野県
は２．７％と福岡県の２．１％に比べると高い傾向にあり、就業率も９５．９％（福岡県
８５．１％、全国平均８２．９％）と多くの会員が生涯現役としてシルバー人材センター
で就業しています。
このことから、自分の健康管理に気をつけ、生きがいを持ってシルバー人材

センターで仕事をすることは、健康を維持し、地域に貢献するだけではなく、増
え続ける老人医療費の抑制にも多大な協力をしていると言えないでしょうか？
少子高齢化に伴う労働力人口の不足を補填し、老人医療費抑制のためにも団

塊の世代の人達がシルバー人材センター等、「生涯現役」として活躍すること
がますます期待されるところです。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
昨
年
７
月
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果
に
よ
る
参
議
院
勢
力
分
野
が
与

野
党
逆
転
し
た
現
象
の
中
で
、
安
倍
総
理
の
突
然
の
辞
任
か
ら
連
立
政
権
構

想
の
収
拾
な
ど
２
０
０
７
年
の
国
政
は
波
乱
含
み
の
状
態
で
し
た
。
第
２３
号

が
皆
様
の
手
元
に
届
く
頃
は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
迎
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

◆
さ
て
、
当
機
関
誌
に
つ
い
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
方
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
意
見
に
つ
い
て
一
部
ご
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
特
に
、
編
集
方
針
に
つ
い
て
は
誌
面
構
成
の
根
幹
に
係
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
こ
こ
で
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
当
機
関
誌
を

ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
な

お
、
誌
面
の
都
合
で
ご
意
見
の
全
て
に
つ
い
て
ご
説
明
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
当
機
関
誌
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

第
２２
号
編
集
後
記
で
述
べ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
編
集
方
針
は
従
来
か
ら
の

編
集
方
針
を
骨
子
に
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
新
企
画
と
し
て
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
記
事
作
成
し
た
も
の
を
採
り
入
れ
た
り
、
写
真
、

イ
ラ
ス
ト
の
配
置
や
全
体
的
に
表
現
を
少
し
変
化
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
意
を

払
い
ま
し
た
。
従
来
か
ら
の
編
集
方
針
を
骨
子
と
し
た
の
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
広
く
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
く
た

め
、
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
以
下
、「
連
合
会
」
と
い
い

ま
す
。）
の
普
及
啓
発
活
動
と
し
て
の
目
的
を
も
っ
た
「
機
関
誌
」
で
あ
る

と
位
置
付
け
、
併
せ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」
と

い
い
ま
す
。）
及
び
セ
ン
タ
ー
会
員
へ
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
と
し
て
連
合

会
の
事
業
活
動
状
況
報
告
や
事
業
計
画
等
を
中
心
に
し
た
誌
面
構
成
を
し
て

作
成
し
、
市
町
村
等
、
各
方
面
に
配
布
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
セ
ン
タ
ー
が
発
行
し
て
い
る
機
関
誌
、
会
報
等
は
セ
ン
タ
ー
会

員
対
象
の
記
事
を
主
に
採
り
入
れ
て
誌
面
構
成
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
機
関
誌
と
比
較
す
れ
ば
編
集
方
針
の
違
い
は
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
り
、

連
合
会
機
関
誌
の
特
性
と
し
て
内
容
が
硬
く
な
る
傾
向
は
避
け
ら
れ
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
そ
の
他
の
ご
意
見
に
つ
い
て
編
集
に
反
映
す
べ
き
も
の
は
実
行
に

向
け
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

◆
第
２３
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
号
も
一
部
の
セ
ン
タ
ー
に
原
稿
作
成
に
つ
い
て
ご
協
力
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
担
当（
５
名
）は
、
団
体
等
が
発
行
す
る
機
関
誌
、
会
報
等
の
編
集
・

発
行
に
関
す
る
専
門
的
知
識
は
取
得
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
専
門
家
集
団
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
他
連
合
会
機
関
誌
を
参
考
に
し
た
り
、
印
刷
会
社
担
当
者

の
助
言
等
を
得
て
「
シ
ル
バ
ー
連
合
会
ふ
く
お
か
」
の
発
行
に
苦
心
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
各
自
研
鑽
を
重
ね
連
合
会
機
関
誌
づ
く
り
に
努
め

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
叱
咤
・
ご
意
見
・
ご
感
想
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

ＶＯＣ（揮発性有機化合物）成分ゼ
ロの地球にやさしいインクを使用
しました。また印刷はＩＳＯ１４００１
認証取得工場にて行っております。
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一
言

紙表の号今
今号の表紙写真について、第２２

号で作品募集したところシルバー

人材センター会員の方から応募い

ただきました。応募作品は募集要

領に従い厳正に選考の結果、次の

作品を採用することに決定しまし

た。応募いただきました方にお礼

申し上げます。

光明禅寺（太宰府市）

撮影者 林 要氏

�太宰府市シルバー人材センター会員

コーナー

シルバー
連合会ふくおか


